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はじめに： TI から発表されたブルートゥース用サンプリングミキサ[1]はリコンフィギャラブルにフィルタ特性を変

化させることができ、ADC への入力時までに妨害波を抑圧できることからソフトウェア無線をより容易に実現できる。

本研究では ISDB-T 用チューナに着目した。このフロントエンドの開発において必要とされる特性（低消費電力、チャ

ネル選択性、高い線形性、小型化）とサンプリングミキサの特性（低消費電力、フィルタ特性の可変化、高い線形性、

小型化）は共通点が多い。よってサンプリングミキサを含めた ISDB-T 用チューナの RF フロントエンド部分を CMOS プ

ロセスで設計試作し、その性能を検討した。 

実 験：本発表の特徴はサンプリングミキサにおいて、オーバーサンプリングを用いていることである。オーバーサン

プリングすることで、図１のような位相をπずらしたフィルタ特性を実現できる。この特性を生かしダウンコンバージ

ョンで問題となる 1/f ノイズを 30dB 以上低減していることをシミュレーションにより確認した。 

結 果：本発表では新しい構成のサンプリングミキサを提案した。この構成はオーバーサンプリングを用いているため

ノイズの低減だけでなく、LO リークと、前段のフィルタへの要求を緩和できる可能性を秘めている。 
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図 1 MTDSMの伝達関数 


